Translation and Annotation of Liu Xiaobiao(劉孝標) \u27s Notes on Shishuo-xinyu(世説新話) (2)-from the 15th story to the 19th of Ch.1 Dexing (徳行)- by 佐竹  保子
『世説新語』劉孝標注訳注稿(二)





















フは、狩野雄、川合安、齋藤智寛、佐竹保子、塚本信也の 5 名である。 
小稿には、『世説新語』徳行篇第一の第 15 条から第 19 条までの訳注を収めてある。該訳
注の直接の担当者は佐竹であるが、その原稿は上記スタッフによる検討を経ている。今回
に続く徳行篇第 20 条以下の劉注訳注も、以後同様の手法により発表される予定である。 
該研究会発足の所以や経緯については、「『世説新語』劉孝標注訳注稿（一）」（『東北大学
中国語学文学論集』第 15 号 1 頁～37 頁 2010 年 11 月）1 頁～2 頁をご参照頂きたい。 
訳注についての凡例を、以下に掲げる。 
一 底本には、金沢文庫本の宋本（文学古籍刊行社影印 1955 年）を用いる。『世説新語』
は、徐震堮氏の校箋本（中華書局香港分局 1987 年）、余嘉錫氏の箋疏本（上海古籍



































  魏氏春秋曰(2)、 
阮籍、字嗣宗、陳留尉氏人。阮瑀子也。宏達不羈（3）、不拘禮俗。兗州刺史王昶(4)請
與相見、終日不得與言。昶愧歎之、自以不能測也。口不論事、自然髙邁（5）。 

































(1) 魏書曰  「魏書」については、本篇第 8 条注 1 参照。 
所引の文章に類似した一節は、『晉書』巻二文帝紀に「文皇帝、諱昭、字子上、景帝之
母弟也」、同巻景帝紀に「景皇帝、諱師、字子元、宣帝長子也」。 
(2) 魏氏春秋曰  「魏氏春秋」は、『隋書』経籍志史部古史類に「魏氏春秋二十卷 孫盛
































文学篇第 17 条注に「秀別傳曰、（中略）嵆康傲世不羈、（呂）安放逸邁俗」など。 
(4) 兗州刺史王昶  王昶は、『三國志』巻二十七魏書王昶伝に「王昶、字文舒、太原晉陽
人也。（中略）文帝踐阼、（中略）遷兗州刺史。（中略）甘露四年薨、諡曰穆侯」。 























































  王隱晉書曰(2)、 
嵆、本姓奚。其先避怨徙上虞、移譙國銍縣。以出自會稽、取國一支。音同本奚焉。 
  虞預晉書曰(3)、 
銍有嵆山。家於其側、因氏焉。 
  康別傳曰(4)、 
康、性含垢藏瑕(5)、愛惡不爭於懷、喜怒不寄於顔。所知王濬沖在襄城、面數百(6)、
未嘗見其疾聲朱顔。此亦方中之美範(7)、人倫之勝業也。 









  虞預の『晉書』にいう。 
銍には嵆山がある。その側らに住んだので、（山の名に）ちなんで氏としたのである。 








  『文章叙録』にいう。 
（嵆）康は、魏の長樂亭主の夫であることから、郎中に進み、中散大夫に任ぜられた。 









于其側、遂氏焉」。なお、「王隠晉書」と「虞預晉書」の関係は、本篇第 14 条注 6 参照。
また『晉書』巻四十九嵆康伝には「其先姓奚、會稽上虞人、以避怨、徙焉。銍有嵇山、
家于其側、因而命氏」。 
(3) 虞預晉書曰  「虞預晉書」については、本篇第 14 条注 6 参照。 
所引の文章に類似した一節は、前注参照。 































版社 1990 年）第六巻 1553 頁の解釈には同調しがたい。 

























































(2) 太保祥宗族也  『三國志』巻二十四崔林伝の裴松之注に「案王氏譜、（王）雄、字元
伯、太保祥之宗也」、「雄後爲幽州刺史。子渾、涼州刺史。次乂、平北將軍。司徒安豐侯
戎、渾之子」とあり、王戎の祖父の王雄が「太保（王）祥」の「宗」とされている。 
(3) 裴楷清通、王戎簡要  「清通」はすっきりと筋が通っていること。「簡要」は簡潔に
核心をつかんでいること。 
鍾会のこの言葉は、『世説新語』中の２条に現れる。その賞誉篇第 5 条は、本文の話と























































(7) 東萊不夜人  ３、４字目の「不夜」は「掖」の誤り。『晉書』巻十五地理志下の「青
州」の「東萊國」に、「掖」県はあるが、「不夜」県は存在しない。 














































(11) 晉陽秋曰  「晉陽秋」については、本篇第 14 条注 3 参照。 

















































(2) 梁孝王彤。字子徴  前注を参照されたい。 
(3) 字子彛  前々注を参照されたい。 






































して「此則是『清通』二字注脚」と記す。第 17 条の注 3 も参照されたい。 






















(1) 晉陽秋曰  「晉陽秋」については、本篇第 14 条注 3を参照。 
所引の文章に類似した一節は、『晉書』巻三十三王祥伝にも見えない。 
 
（続く） 
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